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   The patients, diseases and operations experienced between 1975 and 1994 in our department were 
statistically analyzed. The numbers of in-patients and operations have been increasing since 1977. 
During these 20 years, endoscopic surgery has replaced many open surgical procedures. The 
introduction of extracorporeal shock wave lithotripsy has dramatically changed the therapeutic 
modality for urolithiasis, and decreased of the necessity of open surgery. 

                                              (Acta Urol. Jpn.  43: 241-244, 1997) 
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緒 言

関西医科大学は1928年 に大阪女子高等医学専門学校

として開学 し,そ の後1954年 に現在の関西医科大学 と

改称された。附属病院の開院は1932年,泌 尿器科の開

設は1960年 に始まり,今 年で38年 になる.そ こで今回

此処に最近20年 間(1975,1～1994,12)の 入院手術

統計を行 ったので報告する.

対象お よび方法

入院統計は,1975年1月 から1994年12月 までに関西

医科大学附属病院泌尿器科に入院 した患者を対象 とし

た。手術面では,主 なる術名で登録 し,血 管造影,経

皮的血管栓塞術,腎 嚢胞穿刺,各 種生検,尿 道拡張術

は除外 した.体 外衝撃波療法の場合,外 来の症例 もあ

るため,統 計の対象として入院患者のほか,一 部外来

患者 もふ くめた.

統 計 処 理 上,複 数 年 度 に また が る入 院,又 は同 一疾

患 で1年 間 に複 数 回入 院 した 場 合 に は,ま とめ て1回

と して 計 算 処 理 を行 っ た.

結 果 お よ び 考 察

1.入 院 患 者 数 と手術 件 数(Table1)

1)患 者 総 数:5,498人,(男 女 比 は3:1)患 者 数

で は1977年 に現 在 の30床 と な り,以 降 著 しい 増 加 が 見

られ た.近 年,短 期 間 の入 院 が 推 奨 され る一 方,悪 性

腫 瘍 に対 す る化 学 療 法 の た め再 入 院 や,長 期 間の 入 院

症 例 が あ り,平 均 入 院 期 間 は22-23日 と算 出 され,件

数 的 に は,年 次 微 増 が 示 さ れて い る.

2)手 術 総 件 数:3,949件,(男 女 比 は 約4:1)入

院患 者 の 推 移 と手 術 件 数 の増 加 は,ほ ぼ一 致 す る。

2,主 た る疾 患 別 の推 移

1)尿 路 結 石(Table2)

尿 路 結 石 患 者 につ き,結 石 の部 位 別,又 手 術 と して
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TableL

43巻 3号1997年

入院患者と手術件数

年 度 19751976197719781979198019811982198319841985198619871988198919901991199219931994

患者数 172176234270279270251 238232246282272317351 293286290371 316342

男 性

女 性

i36134163215198

3642715581

195

75

190176

6162

1711792豆2201

61677071

221270220226224284256272

9681736066876070

手 術 件 数122120170192181 177171 158 158174199215235259210217 196299226270

男 性

女 性

10298

2022

126155130134133

44375藍4338

126

32

120131152165168209

384347506750

168

42

179159238183220

3837614350

Tabie2, 尿 路結 石 *ESWL:外 来症 例 も含 む

年 度 19751976197719781979198019811982198319841985隻98619871988198919901991199219931994

患、者 数 4552566482 59 63 57 706066745850 2214119941 31

部 腎尿管

位 膀胱

1215141924

2628353950

79768

16

35

8

17

40

6

16

32

9

18173738204

423626283234

10738612

5146423

14732111

364147

20

4

7

OPEN-OP2533393846 34 45 45 50369141013 12000 0

腎部

尿管位

膀胱

77121315

1624252429

22212

10

22

2

9

32

4

13

29

3

1290210

3227712911

602002

OIOOO

OOOOO

llOOO

0

0

0

ENDOSCOPY 66546 6 2 5 7643503629 65 5*ll2*134*182

PNL方

TUL

砕石法

ESWL

00000

22001

44545

00000

0

0

6

0

0

0

2

0

0

0

5

0

003638219

2143912

553968

000000

10058

10055

354108

10192113

5

0

9

i68

Table3. 前立腺肥大症

年 度 19751976197719781979198019811982198319841985198619871988198919901991199219931994

患者数 2315173524 34 23 27 233531283760 6245293425 21

OPEN-OPlO741112 12 12 18 151959911 IO3213 3

TUR・P 63143 9 4 2 61524262844 4942273320 10

OTHER 0012207 4 2 0 001 120 1001 1 8

Table4. 外 傷 症 例

年 度 1975197619771978王97919801981198219831984198519861987198819891990199壼199219931994

患者数 559115 7 10 5 493327 661565 9

腎 臓 04344 4 2 1 1 12102 12331 2

尿 道 31370 1 4 0 130124 30712 1

精 巣 00001 1 2 2 150000 04222 3

陰 茎 10100 1 1 茎 100000 00200 3

OTHER }0200 0 1 1 001 101 20100 0
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Table5.腎 癌 症 例

年 度 19751976197719781979198019811982198319841985198619871988198919901991199219931994

患者数 362023574799610121316182318

男 性

女 性

1420235744553951112121710

22000000034431724668

手術件数 221021332436378711101412

OTHER 00000100102010040221

Table6.膀 胱 癌 症 例

年 度 19751976197719781979198019811982198319841985198619871988198919901991199219931994

患者総数 16i5302625283725243641364246496162444455

男 性

女 性

1312242320202917202733273038385147343649

3363588849891281110151086

TUR 72221214201912102324192822314844363242

膀胱全摘除 14233039348579569525

膀胱部分切除674237102731462023021

Table7.前 立 腺 癌 症 例

年 度 19751976197719781979198019811982198319841985198619871988198919901991199219931994

患者数 81416918861113716251431271118241928

(良 性)

Table8,良 性 悪性 腫 瘍

(悪 性)

年 度 1975～19791980～19841985～19891990～1994 1975～19791980～19841985～19891990～1994

患者総数 147 177 274 207 242 275 輔 537

腎 ・副 腎 9 6 7 16 16 28 50 91

尿 路 23 24 41 27 121 169 243 309

前立腺 ll3 142 218 154 65 45 ll5 100

精 巣 0 3 3 5 24 19 24 24

その他 2 2 5 5 16 14 14 13

開放手術

Table9.開 放 手 術 ・内 視 鏡 手術

内視鏡手術

年 度 1975-19791980-19841985～19891990～1994 1975-19791980～19841985～19891990～1994

手術件数 641 683 639 548 139 155 480 671

腎 ・副 腎 139 123 104 121 0 0 108 134

尿 路 241 274 166 95 82 ll3 189 343

前立腺 45 76 糾 18 57 42 183 166

その他 216 210 325 314 0 0 0 28
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開放 手 術 と 内 視 鏡 手 術 に 分 け て 調 べ た.手 術 件 数 は

1988年 迄 は変 化 しない が1989-1991年 の 間 は,と もに

著 し く減 少 し,1992年 度 か らふ た た び増 加 が 見 られ

る.こ れ は1992年 の体 外 衝 撃 波 装置(ESWL)の 導 入

に よ る もので あ る.治 療 方 法 は,翌1993年 か ら外 来 治

療 に変 更 して い る.手 術 内 容 で は,開 放 手術 は,1984

年 度 を境 と して 減 少 を 示 し,内 視 鏡 手 術 は,1985～

1987年 に ピー ク を見 る が,ESWLに 優 る もの で は な

く減 少 す る.(統 計上:外 来症 例 も含 め た)

2)前 立 腺 肥 大 症(Table3)

患 者 数 は 当初 よ り年 次 増 加 が 示 され た が1989年 を境

と して減 少 が 認 め られ る.手 術 内 容 を調べ る と開放 手

術 は,1985年 時 で 内視 鏡 手 術 と交 叉 した 後,1989年 以

降 は年 数 例 を数 え る にす ぎ ない.経 尿 道 的 前立 腺 切 除

術(TUR-P)も 同 様 に1989年 を ピー ク と して 減 少 の

一 途 を 示 す こ れ ら減 少 の 原 因 と し て
,α 一プ ロ ッ

カ ー の投 与 に よ り,排 尿 障 害 の 症 状 改 善 が 著 明 で あ っ

た こ と,コ イ ル ステ ン トや,前 立 腺 温 熱療 法 等 の 多

岐 に わ た る処 置 に よ り,手 術 加 療 の 必 要 性 が 少 な く

な っ た た め と考 え られ る.表 で そ の 他(Other)と 示

す の は,1976年 度 か ら は,前 立 腺 凍 結術 で あ り,1994

年 か ら は,前 立 腺 レー ザ ー 照 射 療 法(VLAP)を 示

す 前 立 腺 温 熱 療 法 は外 来 患 者 と して行 った た め,含

まれ て い な い.

3)外 傷 症 例(Table4)

1979年 時 以 降減 少 を示 す これ は,当 院 に 第3次 救

命 救 急 セ ンタ ーが 設 置 され た こ とに よる.手 術 ・処 置

に 当科 は 関与 して い るが,統 計 には 含 まれ て い な い.

手 術 内容 と して,1983年 以 降 は外 傷 後 尿 道狭 窄 に対 し

内視 鏡 的 尿 道 切 開 術 が 行 わ れ て い る.

4)腎 癌 症 例(Table5)

1982年 以 降,症 例 数 は増 加 を示 す 原 因 と して は,

画 像 診 断 の進 歩 も一 因 で あ ろ う.症 例 は従 来 の3主 徴

を呈 す る もの は稀 で あ り,大 多 数 は根 治 的 腎摘 除術 が

可 能 で あ っ た.手 術 不 能 症例(合 併 症 に よる手 術 不 能

症 例 も含 む)は,過 去10年 間 で,12.9%で,こ れ らの

症 例 に対 して は,経 皮 的 腎 動 脈 栓 塞 術(TAE)が 行

わ れ て い る.手 術 症 例 に は,2例 の 同 時 両 側 腎 摘 除,

また一 側 腎 摘 除 と片 側 腎 の腫 瘍核 摘 除 後 自家 腎 移植 症

例 も含 ま れて い る.

5)膀 胱 癌 症 例(Tabie6)

患 者 数 にお いて 年 次 増 加 が 示 され る.手 術 面 に お い

て は,経 尿 道 的 切 除術(TUR-Bt)が 主 流 で あ る.最

近 は,浸 潤 性 膀 胱 癌 で も動 注 化 学 療 法 等 の 併 用 に よ

り,膀 胱 温 存 を行 って い る症 例 もあ る.根 治 的 手術 と

して の膀 胱 全 摘 除 術 後 の 尿 路 変 更 に つ い て 見 る と,当

初 は尿 管 皮 膚 痩 が 主 流 で あ った が,腸 管利 用 の 回 腸 導

管に,さ らにはコック→マ インッ→直腸膀胱→ イン

ディアナと術式の変遷が見 られた.膀 胱部分切除術で

あるが,一 時期 より少ない ものの症例 を選び行われて

いる.

6)前 立腺癌症例(Table7)

過去10年 間において増加が見 られる.こ れは,近 年

腫瘍マーカーの鋭敏化による点が大 きく,ま た前立腺

外来を設置 したことも関与 しているであろう.処 置内

容は,古 くは両側精巣摘除術が行われてきたが,近 年

はLH-RHanalogueと なっている,1996年 度には,

根治的前立腺全摘除術が増加 している.

7)良 性/悪 性腫瘍の対比(Table8)

良性腫瘍の多くは,前 立腺肥大症であり,尿 路 とし

たのは,尿 道カルンケルである.悪 性腫瘍では,尿 路

上皮腫瘍が多 く,前 立腺癌 腎癌が共 に増加 をしめ

す

8)開 放手術 と内視鏡手術の対比(Table9)

開放手術は,お もに尿路に対するものであるが減少

を示す その他 として示すのは,陰 嚢部疾患 を主 とす

るものである.内 視鏡手術は経時的増加を示す。内訳

としておもに尿路に行われてお り,1991年10月 から腹

腔鏡下手術 も行われるようになった.件 数で見 ると

1985年以降しばらくは両者の均衡がとられていたが,

1990年以降は,内 視鏡手術が優位 を呈 している.腹 腔

鏡下手術の総件数は1991年 から1994年 までの4年 間で

52件であり,精 索静脈瘤30件,腎 摘除術10件,副 腎摘

除術5件 などである.

結 語

1)関 西医科大学附属病院泌尿器科における最近20

年間(1975年1月 ～1994年12月)の 入院 ・手術統計を

報告 した.

2)尿 路結石症例では,体 外衝撃波療法の出現が大

きく影響 している.

3)悪 性腫瘍では,尿 路上皮癌 腎癌の著 しい増加

が認められた.

4)開 放手術 と内視鏡手術の対比上で件数の逆転が

見られ,各 術式の変遷もみられた.

5)患 者年齢層の広が りと,高 齢者の手術症例の増

加が見られた.

本文の要 旨は1995年9月16日 の第152回 日本泌 尿器科 学会
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